
 

大 阪 大 谷 大 学 

 
令 和 ５ 年 度 

 

報 恩 講 
 

日時：令和 5 年 10 月 25 日（水） 

       

４限【15：20～16：50】 
 

場所：18 号館 講堂 

 

 

講 話 
 

『人と生まれたことの意味をたずねて 』  
 

講師：九州大谷短期大学 学長  

         三明 智彰（みはる としあき）先生  
 

 

 
 

報恩講は、親鸞聖人のご命日の法要で、

本学で最も大切な宗教行事です。 

学生は聖典・念珠を持って、式典にふ

さわしい服装（黒・紺・グレーのスー

ツまたはワンピース）で参加してくだ

さい。 

なお、文・教育・人間社会学部の 1 回

生は出欠を取りますので必ず出席して

ください。 

出席チェックには学生証が必要です。 

 



報 恩 講 法 要 次 第 
 

Ⅰ．献  灯 

 

Ⅱ．学  歌（『聖典』P.16） 

 

Ⅲ．報 恩 講 法 要 

 

誓願斉唱 

       

     誓願 

     朝に礼拝  夕に感謝 

     智慧明るく 慈悲普く 

     自然の法の まこと窮めん 

 

総礼 

 

    嘆仏偈・正信偈 

（『聖典』P.54～58） 

 

焼 香 

 

    報恩講の歌（『聖典』P.15） 

 

    恩徳讃（『聖典』P.10） 

 

如来大悲の恩徳は 

身を粉にしても報ずべし 

師主知識の恩徳も 

骨を砕きても謝すべし 

 

総礼 

 

Ⅳ．講  話 
   

『 人と生まれたことの意味をたずねて』 
   

講師： 九州大谷短期大学 学長  

         三明 智彰（みはる としあき）先生  


